第17回子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー2025
（実施報告書の要約）

本報告書は、「第17回子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー2025」の実施報告書を基に、日本の児童虐待の現状と、それに対する市民社会の啓発活動の核心を分析・要約したものである。このリレーイベントは、オレンジ色のたすきを繋ぐことで児童虐待防止のメッセージを社会に広めることを目的とした、重要な啓発事業である。

・深刻化する児童虐待問題： 2023年度（令和5年度）、全国の児童相談所が対応した児童虐待相談対応件数は過去最多の225,509件に達した。特に、子どもの前で行われる夫婦間暴力（面前DV）などに起因する心理的虐待が最も多く、問題の深刻さを示している。また、同年度には65名の子どもが虐待によって命を落としており、社会全体での取り組みが急務である。

・リレー事業の継続と発展： 2007年に開始されて以来、本事業は年々規模を拡大し、市民の関心を高めてきた。新型コロナウイルスの影響による中断を経て再開され、第17回大会では延べ442名のランナーが複数のコースを走り、横浜のゴール地点を目指した。第18回大会は2026年10月18日（日）に開催が予定されている。

・啓発活動の重要性： 第17回大会のゴール会場で実施された来場者への意識調査では、回答者137名のうち77.4%にあたる106名が「オレンジリボンを今日初めて見た」と回答した。この結果は、オレンジリボン運動の認知度が依然として限定的であることを示しており、本リレーのような地道な啓発活動の継続がいかに重要であるかを浮き彫りにしている。

・広範な協力ネットワーク： 本事業は、実行委員会を中心に、児童福祉施設、児童相談所、社会福祉協議会といった専門機関から、多数の企業、NPO、行政機関、地域団体まで、極めて広範な支援ネットワークによって支えられている。この協力体制こそが、本活動の継続性と影響力を担保する基盤となっている。

 
１. 背景：日本の児童虐待の現状
児童虐待防止に向けた取り組みは、2000年（平成12年）の「児童虐待防止法」施行以降、行政レベルや民間レベルで活発化してきた。しかし、児童相談所や児童福祉施設の支援体制は依然として追いついていない状況にある。

（統計データに見る傾向）
・相談対応件数の推移： 全国の児童相談所における児童虐待相談対応件数は増加の一途をたどっており、1990年（平成2年）の統計開始以来、一度も前年度を下回ることなく、2023年（令和5年）度には225,509件を記録した。

・虐待の種別： 近年の増加の背景には、面前DVに代表される心理的虐待の割合が増加していることがある。これは、児童虐待4種別の中で最も多い割合を占めている。

・死亡事例： 2023年（令和5年）度には、心中以外の虐待死と心中を合わせて65名（51事例）の子どもの命が虐待によって奪われた。

・社会的養護下の児童数： 虐待などを理由に家庭で生活できず、社会的養護のもとで生活する子どもは全国に約4万2千人存在する。
	社会的養護の種類
	登録世帯数・施設数
	委託・在籍児童数

	里親
	17,391世帯
	6,406人

	ファミリーホーム
	487か所
	1,810人

	乳児院
	147か所
	2,755人

	児童養護施設
	607か所
	22,162人



２.オレンジリボンキャンペーンの起源と目的
「オレンジリボン運動」は、児童虐待防止の象徴として全国的に展開されている市民運動である。

・起源： 2004年（平成16年）、栃木県小山市で幼い兄弟が虐待の末に亡くなるという痛ましい事件をきっかけに、地域の市民グループ「カンガルーOYAMA」が活動を開始したことが原点である。

・全国への拡大： その後、NPO法人「児童虐待防止全国ネットワーク」がこの活動を引継ぎ、2006年（平成18年）には厚生労働省の協力を得て全国的な活動へと発展した。

・シンボルの意味： オレンジ色は、子どもたちの明るい未来や虐待のない社会を願う気持ちを表しており、「子どもたちが選んだ色」というコンセプトを持つ。

３.子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー事業の概要
本事業は、オレンジリボン運動の具体的な啓発活動として、たすきを繋ぐリレー形式で市民の関心を高めることを目的としている。
（目的と手法）
・目的： 児童虐待問題に対する市民の理解と協力を促進し、虐待防止への関心を高める。
・手法：
複数のコースを設定し、ランナーがオレンジ色のたすきを繋いでゴールを目指す。
出発地、中継所やゴール会場で、啓発チラシや手作りのオレンジリボンを配布する。
ゴール会場ではステージイベントや啓発ブースを設け、家族連れなどが楽しみながら問題に触れる機会を創出する。

（歴史と発展）
2007年の第1回大会以来、本事業は社会情勢に対応しながら継続的に発展してきた。
・2007年（第1回）： 横浜市みなみらい地区で初開催。
・2009年（第3回）： 湘南国際マラソンと連携し、東京タワーでも啓発活動を実施。
・2016年（第10回）： 10周年の節目として川崎コースを新設。東日本大震災復興支援のメッセージも発信。
・2017年（第11回）： NHKによる初のメディア取材が行われ、認知度向上に繋がった。
・2018年（第12回）： 延べ701名のランナーが参加し、児童福祉関係者の参加も増加。
・2022年（第14回）： 新型コロナウイルス感染症による2年間の中止を経て、感染対策を講じながら再開。
・2025年（第17回）： ゲストとして「おばたのお兄さん」がランナーとして参加。

４. 第17回大会実績と第18回大会計画
（第17回大会（2025年10月19日（日）実施）の実績）
・リレー参加者： 全5コースの合計で、延べ442名が参加した。

	コース名
	参加人数（名）

	都心コース
	173

	川崎コース
	72

	川崎多摩コース
	14

	湘南コース
	103

	横須賀・横浜コース
	80

	合　計
	442
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・ゴール会場： 横浜グランモール公園にて、ステージイベントや多数の啓発ブースが設置された。
・ゴール会場のブース・イベント：
ステージ：開会宣言、ゲストインタビュー（おばたのお兄さん）、各種ショー、学生ダンス、ゴールセレモニーなど。
ブース：神奈川県保険医協会やNPOカンガルーOYAMAなど多数の団体が出展し、ゲームや工作、啓発資料の配布を通じて児童虐待問題への理解を促した。

（来場者意識調査の結果）
ゴール会場で実施されたアンケート調査は、本活動の意義を明確に示している。
	項　　　目
	回答数（人）
	割合（%）

	オレンジリボンを今日初めて見た
	106
	77.4

	以前から見たことはあったが、何のマークか知らなかった
	10
	7.3

	子ども虐待防止のシンボルマークと知っていた
	21
	15.3

	合　　　　　計
	137
	100.0


この結果から、イベント来場者の大多数にとって、この日がオレンジリボンと初めて接する機会であったことがわかる。これは、児童虐待防止のシンボルとしての認知度向上になお大きな課題がある一方で、本リレーイベントが新規の層に対する極めて有効な啓発の場となっていることを示唆している。

（第１８回大会（２０２６年度）の計画）
・開催予定日： 2026年（令和8年）10月18日（日）
・ゴール会場： 横浜グランモール公園（前年同様）

５. 組織体制と支援ネットワーク
本事業の成功は、多様な組織・団体による強固な協力体制に支えられている。
（主催・運営）
・主催：子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー実行委員会
・事務局：子どもの虹情報研修センター
・構成員：児童福祉施設、児童相談所、社会福祉協議会など、児童福祉関連の有志メンバーで構成。
（支援ネットワーク）
・財政支援： 公益財団法人、一般社団法人、株式会社など多数の団体からの財政支援を受けている。
・後援・協力：こども家庭庁、東京都、 神奈川県、横浜市、川崎市などの行政機関、警察、教育委員会、NPO、地域施設、民間企業など、極めて広範な組織が後援・協力に名を連ねている。
この重層的な支援ネットワークは、本事業が単なる一イベントに留まらず、児童虐待防止という社会課題に対する地域全体のコミットメントを象徴するものである。
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